
福島県北西部での第 回放射線調査
報告記者会見

国際環境ＮＧＯグリーンピース



グリーンピースによる福島県での放射線調査



第 回放射線調査の目的
 地表の汚染調査

 放射線核種の詳細調査のためのサンプル収集

 食品調査

 土壌サンプル調査



 計測機器

 ベクレルモニター（食品汚染調査用）

ガンマ線スペクトロメーター

  ガイガーカウンター

コンタミネーションモニター



 食品・土壌調査

 種類の野菜のサンプル

 葉物

 

 キャベツとブロッコリ

 ニラ類

  つの土壌サンプル

 

 福島市内のスーパーで購入した野菜 種



 食品安全分析

野菜畑や小規模農家から集めた のサンプルすべてで基準を超える放射
性物質を検出。



食品安全分析

スーパーマーケットで購入した野菜のひと
つが基準超え



 土壌安全調査

 高い数値。地表
に放射性物質が残っている。

  地表汚染：合計

さらに詳細な調査が期待される



 
結論とサンプルテスト

 食品と土壌への重大な懸念

さらなる保護策が必要

消費者と農家を守る

集中的なモニタリング

高い透明性



Mapping of Dose Rates  放射線量分布地図 

in Fukushima Prefecture 福島県 (5 – 9 April 2011) 

261 measuring points 

  261地点で測定 
 

Dose Rate in uSv/h  

     and cps for Cs-137 

 線量をuSv/hで、 

 セシウム137を 

 カウント毎秒cpsで計測 
 

High contamination in 

     Fukushima city and  

     Koriyama 

 福島市と郡山市で高い値 
 

Highest in NW region 

 北西地点で高い値  



Tsushima – Kawamata – Iitate （津島、川俣、飯舘） 

Tsushima 

48uSv/h 

Iitate:  
19.8uSv/h 

7uSv/h 



Fukushima City (April 5th) 福島市 （4月5日） 

4.8uSv/h 

4uSv/h  at  
playground 



Koriyama City 8 April （郡山市 4月8日） 

2.8uSv/h  at  
Shrine 



Composition of total dose rate after 30d 
（30日後の線量の構成：京都大学のグループらが行った5つのサンプルから） 

Based on soil sample analysis by Kyoto University Research Reactor Institute,  4 April 2011 

calculation based on German authority  Strahlenschutzkommission (SSK), Heft 37,  2003. 

Cs-137 セシウム137 

(halflife: 30y)  
(半減期30年) 

+ 

Cs-134 セシウム134 

(halflife: 2y) 
(半減期2年) 

= 
About 85% およそ85％ 

臼石 佐須 山津見神社 役場 曲田 



Total dose day 25- rest of year at Iitate （mSv） 

（事故発生後25日以降から1年後までの積算線量：今避難すれば避けられる線量 単位：ミリシーベルト） 

Based on soil sample analysis by Kyoto University Research Reactor Institute,  4 April 2011 

calculation based on German authority  Strahlenschutzkommission (SSK), Heft 37,  2003. 

臼石 佐須 山津見神社 役場 曲田 



Measures after Chernobyl accident:  チェルノブイリ事故後の措置基準 



Cs-137 deposition maps  （チェルノブイリ付近におけるセシウム137の分布） 
Chernobyl zone  



グリーンピースの考え方

地震、津波、原発に対応するという困難な時期である
ことを理解

住民の健康を最優先として考慮



政府への要請

％の避難者が政府や自治体から伝えられる放射能汚染の情報が十
分でないと証言

政府や自治体の調査データが足りていない

科学的データに基づく、適切な措置が行われていない。

政府は、積算線量を最小限にすることが責務

 政府に 項目を要請 


